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４月１日から「栃尾地域交流拠点施設（仮称）」の建設工事が始まります。この工事については、平成

29年度から栃尾地域委員会のほか、各種団体等の意見を伺いながら検討してきました。 

昨年９月、建設工事に係る設計・施工一括発注方式により、中越・共榮・三協・良電社栃尾地域交流

拠点施設（仮称）建設特定共同企業体が提案した事業計画を採択し19億7,780万円で契約。令和４年度の

供用開始を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月１日からの建設工事にともなって、左図のとおり一

部道路や中央公園駐車場等が使用できなくなります。ご不

便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。 

 

令和 2年 3月 31日発行

発行／編集 栃尾支所地域振興課 〒940-0298 長岡市金町2丁目1番5号  電話：0258-52-5815 FAX：0258-52-3990 

E-mail：tco-chiiki@city.nagaoka.lg.jp URL：https://www.city.nagaoka.niigata.jp/shisei/tochio/ 

４月１日から  

栃尾地域交流拠点施設（仮称）の建設工事が始まります 

支所からのおしらせ 特別号 

※現段階のイメージであり、最終形とは異なる場合があります。 

外観イメージ 

備橋 

栃尾支所 

工事エリア 

通 行 止 め 区 間 

① 栃尾体育館うらの駐車場 

① 

②
② 中央公園駐車場、駐輪場 

中央公園バス待合所 

建設工事にともない、施設等が利用できなくなります 

問合せ 栃尾支所 地域振興課 

     振興班 ☎52-5815 
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■
第
１
回
地
域
委
員
会 

【
開
催
日
】
令
和
元
年
５
月
13
日 

【
議 

題
】 

 

①
正
副
委
員
長
の
選
出
に
つ
い
て 

 

②
地
域
委
員
会
の
役
割
と
年
間
予
定
に

つ
い
て 

 

③
平
成

31
年
度
栃
尾
支
所
主
要
事
業
に

つ
い
て 

 

④
平
成

30
年
度
ふ
る
さ
と
創
生
基
金
事

業
実
施
報
告
に
つ
い
て 

【
審
議
結
果
の
概
要
】 

 
 

第
８
期
栃
尾
地
域
委
員
会
の
正
副
委

員
長
（
委
員
長
に
星
野
正
子
委
員
、
副
委

員
長
に
西
川
明
治
委
員
）
を
選
出
し
た
後
、

②
、
③
、
④
に
つ
い
て
説
明
し
質
疑
応
答

を
行
い
ま
し
た
。 

              

■
第
１
回
分
科
会 

【
開
催
日
】
令
和
元
年
６
月
17
日 

【
議 

題
】 

 

①
分
科
会
の
議
事
録
の
公
開
に
つ
い
て 

 

②
分
科
会
の
運
営
及
び
検
討
内
容
に
つ

い
て 

【
審
議
結
果
の
概
要
】 

 
 

議
事
録
を
公
開
す
る
こ
と
を
承
認
し

た
後
、
第
８
期
地
域
委
員
会
と
し
て
の
検

討
テ
ー
マ
の
意
見
出
し
を
行
い
ま
し
た
。 

 

■
第
２
回
分
科
会 

【
開
催
日
】
令
和
元
年
９
月
26
日 

【
議 

題
】 

 
①
地
域
委
員
会
正
副
委
員
長
会
議
の
報
告 

 

②
地
域
の
課
題
に
つ
い
て 

【
審
議
結
果
の
概
要
】 

 
 

地
域
委
員
長
が
正
副
委
員
長
会
議
の

内
容
を
報
告
し
た
後
、
地
域
の
課
題
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

 

■
第
２
回
地
域
委
員
会 

【
開
催
日
】
令
和
元
年
12
月
６
日 

【
議 

題
】 

 

①
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
提
案
や
広
聴

の
あ
り
方
の
検
討
に
つ
い
て 

【
審
議
結
果
の
概
要
】 

 
 

委
員
の
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。 

 

■
第
３
回
地
域
委
員
会 

【
開
催
日
】
令
和
２
年
２
月
10
日 

【
議 

題
】 

 

①
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
提
案
や
広
聴

の
あ
り
方
の
検
討
に
つ
い
て
（
２
回
目
） 

【
審
議
結
果
の
概
要
】 

 
 

長
岡
市
内
全
て
の
地
域
委
員
会
の
意

見
が
集
約
さ
れ
、
改
め
て
委
員
の
意
見
を

伺
い
ま
し
た
。 

※
詳
し
い
地
域
委
員
会
の
内
容
は
、
長
岡
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
栃
尾
地
域
委
員
会
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

     

合
併
特
例
債
を
財
源
に
設
置
し
た
ふ
る

さ
と
創
生
基
金
の
運
用
益
で
、
地
域
振
興
の

た
め
の
事
業
を
支
所
地
域
ご
と
に
実
施
し

て
い
ま
す
。 

 

事
業
内
容
は
、
ふ
る
さ
と
創
生
基
金
事
業

実
行
委
員
会
が
検
討
し
、
地
域
委
員
会
で
決

定
し
ま
す
。 

 

令
和
元
年
度
に
実
施
し
た
事
業
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。 

 

【
地
域
の
宝
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
事
業
】 

 

入
東
谷
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
諸
橋
昇

一
代
表
）
は
、
６
月
か
ら
除
草
作
業
や
雑
木

の
伐
採
作
業
な
ど
を
実
施
。
平
成

29
年
度

か
ら
整
備
を
進
め
て
き
た
散
策
ル
ー
ト
の

周
遊
コ
ー
ス
が
完
成
し
、
10
月
27
日
に
市

民
対
象
の
散
策
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

入
東
谷
地
区
に
あ
る
石
峠
の
山
城
遺
構

な
ど
、
地
域
資
源
を
観
光
資
源
に
し
て
ブ
ラ

ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、
魅
力
を
向
上
す
る
こ
と

で
交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
地 

        

区
の
６
集
落
が
連
携
し
て
事
業
を
実
施
し

た
結
果
、
地
域
全
体
の
連
帯
感
を
高
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

【
子
ど
も
の
健
康
づ
く
り
推
進
事
業
】 

 

長
岡
市
栃
尾
地
区
子
ど
も
の
健
康
づ
く

り
推
進
連
絡
会
（
佐
藤
義
尚
代
表
）
は
、
６

月
22
日
、
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
で
子
育
て

に
関
す
る
講
演
会
と
参
加
者
同
士
の
意
見

交
換
会
を
開
催
し
、
１
６
４
人
が
参
加
し
ま

し
た
。 

 

地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
、
将
来
自
立
し
た 

大
人
に
成

長
す
る
た

め
、
保
護

者
と
し
て

ど
う
向
き

合
え
ば
良

い
か
を
学

ん
で
も
ら

う
た
め
に

行
っ
た
も

の
で
す
。 

東
京
成

徳
大
学
大 

 
地
域
委
員
会 

開
催
状
況

ふ
る
さ
と
創
生
基
金
事
業 

第１回地域委員会の様子 

意
見
交
換
を
す
る
参
加
者 

地元住民から説明を受け 

る参加者（散策ツアー） 
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学
院
の
田
村
教
授
か
ら
は
、
「
思
春
期
を
中

心
と
し
た
子
ど
も
と
の
関
わ
り
方
」
に
つ
い

て
講
演
を
い
た
だ
き
、
参
加
者
か
ら
は
、「
子

ど
も
の
話
し
を
よ
く
聞
く
よ
う
に
し
た
い
」

な
ど
、
具
体
的
な
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、

大
変
好
評
で
し
た
。 

 

【
地
域
と
若
者
と
の
交
流
促
進
事
業
】 

 

Ｎ
Ｋ
Ｓ
・
Ｔ
Ｒ
Ｃ
共
同
事
業
体
（
栃
尾
文

化
セ
ン
タ
ー
・
栃
尾
市
民
会
館
の
指
定
管
理

者
）
が
、
８
月
９
日
に
栃
尾
文
化
セ
ン
タ
ー

で
、
栃
尾
高
校
生
が
企
画
運
営
し
た
出
張
文

化
祭
「
来
て
！
見
て
！
作
っ
て
！
体
験
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
９
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

地
域
の
将
来
を
担
う
高
校
生
に
地
域
へ

の
愛
着
を
深
め
て
も
ら
い
、
地
域
住
民
に
も

栃
尾
高
校
の
活
動
に
対
し
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
た
め
行
っ
た
も
の
で
す
。 

 

夏
休
み
中
に
実
施
し
た
こ
と
で
地
域
住

民
の
ほ
か
、
学
校
の
教
諭
を
は
じ
め
と
し
た

教
育
関
係
者
な
ど
、
多
く
の
来
場
者
が
あ
り
、 

            

栃
尾
高
校
生
の
活
動
を
広
く
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

【
大
人
の
自
由
研
究
事
業
】 

 

８
月

11
日
か
ら

18
日
ま
で
の
８
日
間
、

旧
西
谷
小
学
校
で
延
べ
６
５
０
人
の
来
場

者
を
集
め
「
大
人
の
自
由
研
究
」
を
開
催
し

ま
し
た
。 

            

と
ち
ラ
ボ
（
今
井
善
章
代
表
）
が
、
閉
校

し
た
校
舎
を
活
用
し
て
地
域
内
外
の
個
人

や
団
体
の
活
動
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
制
作
品

等
を
表
現
す
る
場
と
し
て
、
旧
校
舎
の
新
た

な
活
用
方
法
を
見
出
す
た
め
実
施
し
た
も

の
で
す
。 

 

栃
尾
地
域
に
は
、
制
作
活
動
を
行
う
個
人
、

団
体
が
多
く
、
作
品
を
展
示
す
る
機
会
や
会

場
が
な
い
状
況
で
あ
り
、
閉
校
し
た
校
舎
を

活
用
し
て
展
示
・
発
信
す
る
機
会
が
で
き
、

地
域
で
暮
ら
す
人
同
士
、
地
域
外
の
人
と
の

交
流
、
出
展
者
同
士
の
交
流
を
図
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

【
親
子
で
挑
戦
！
小
学
生
道
院
自
然
体
験

塾
事
業
】 

 

道
院
高
原
交
流
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会

（
武
士
俣
幸
村
代
表
）
は
、
６
月
か
ら
８
月

ま
で
の
月
１
回
、
計
３
回
、
道
院
高
原
を
会

場
に
地
元
ア
ウ
ト
ド
ア
講
師
を
招
き
自
然

体
験
塾
を
開
催
し
、
延
べ
43
人
が
参
加
。 

 

こ
れ
は
、
道
院
高
原
の
大
自
然
を
活
用
し

て
、
自
然
の
中
で
親
子
、
子
ど
も
同
士
が
体

験
や
活
動
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
自
信
や
達

成
感
を
得
る
と
と
も
に
栃
尾
地
域
の
観
光

資
源
で
あ
る
道
院
高
原
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め

行
っ
た
も
の
で
す
。 

 

参
加
者
か
ら
は
好
評
で
、
初
め
て
道
院
高

原
を
訪
れ
た
方
も
多
く
「
ま
た
来
た
い
」「
楽

し
か
っ
た
」
な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
き
、
施

設
の
Ｐ
Ｒ
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

            

【
守
門
大
岳
紅
葉
登
山
ツ
ア
ー
事
業
】 

 

道
院
高
原
交
流
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会

は
、
10
月
13
日
に
道
院
高
原
で
自
然
体
験

会
を
、
翌

14
日
に
守
門
岳
登
山
を
予
定
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
台
風

19
号
が
県

内
に
最
接
近
す
る
と
の
こ
と
か
ら
、
参
加
者

と
ス
タ
ッ
フ
の
安
全
を
考
慮
し
て
中
止
に

し
ま
し
た
。 

 

事
前
に
チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
を
市
内
の
全

小
学
校
に
配
布
す
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ

店
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
募
集
す
る
な
ど

し
、
道
院
高
原
、
守
門
岳
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

 

【
ト
チ
オ
ノ
ア
カ
リ
支
援
事
業
】 

 

ト
チ
オ
ノ
ア
カ
リ
協
議
会
（
西
片
吉
邦
代

表
）
は
、
９
月

28
・

29
日
に
谷
内
通
り
、

秋
葉
公
園
な
ど
で
「
ト
チ
オ
ノ
ア
カ
リ
」
を

開
催
し
ま
し
た
。 

 

今
年
度
は
、
延
べ
約
８
、
０
０
０
人
が
来

場
し
、
新
た
に
常
安
寺
の
本
堂
で
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
り
、
三
島
地
域
の
「
越

後
み
し
ま
竹
あ
か
り
街
道
」、
柏
崎
市
の
「
た

ん
ね
の
あ
か
り
」
を
招
致
し
た
り
し
て
、
事

業
の
魅
力
を
高
め
て
実
施
で
き
ま
し
た
。 

 

 

栃尾高校音楽部員が 

リコーダー演奏を披露 

初日にステージイベントを開催 

カヌーを楽しむ参加者 

常安寺本堂で行われた 

ステージイベント 
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地域の宝磨き上げ事業 
地域委員会で選定した、栃尾地域の宝「上杉謙信公旗揚げの地」を磨き上げ、子どもたちへの伝

承と地域への誇りの醸成を目的に、次の事業を支援しました。 

○栃尾謙信公奉賛会（稲田浩一代表）

第52回謙信公祭武者行列をとちお祭の

２日目に変更し開催しました。当日は雨

天により会場を栃尾体育館に変え、出陣

式などを行いました。 

また、秋葉・刈谷田両中学校の２年生

110人を対象に「義の元服式」を常安寺で

開催。参加した中学生は義の心について

の講話を聞き、座禅、焼香体験をしたの

ち、全員で誓いの言葉を唱えました。 

県内唯一の砲術隊、新潟県古式炮術研

究会が、群馬県前橋市「大胡城牧野氏ま

つり」と、福島県会津若松市「会津まつ

り」に参加して砲術演武を行い、栃尾地

域をＰＲしました。 

○栃尾観光ガイドクラブ（大﨑 勉代表）

ガイド能力の向上を目指し栃尾の石仏など

を学習する「ガイドスキルアップ講座」を４

回開催。これらの講座で習得したスキルを基

に、市民を対象とした「地域探訪ツアー」を

実施し、栃尾の歴史や文化、自然などを巡り

ながら栃尾の魅力をＰＲしました。 

外部講師を招いた「市民歴史学習会」も栃

尾文化センターで２回実施し、石川雲蝶、栃

尾の義経伝説について市民の皆さんとともに

学びました。 

○「上杉謙信公旗揚げの地」磨き上げ

事業実行委員会（佐々木信和代表）

昨年に引き続き、城山を訪れた人が

気持ち良く散策できるように、市民に

参加を呼び掛けて山道などの草刈りを

行う「城山クリーン作戦」と、山の日

（８月11日）にクリーン作戦できれい

になった城山でラジオ体操をする「城

山登山大作戦」を開催し、それぞれに

約50人が参加しました。 

磨き上げ事業イベントや観光施設な

どへの誘客を図るため「地域の宝スタ

ンプラリー」を実施しました。 

謙信公祭武者行列(8/25) 

義の元服式(9/27) 

地域探訪ツアーで参加者に石川雲蝶の宮彫りを説明する

ガイド(9/30 貴渡神社・栃堀) 

きれいになっ

た本丸跡で、

朝日を浴びな

がらラジオ体

操をする参加

者 

クリーン作戦で山道の 

草刈りをする協力者


